
経営企画部⻑の平原です。
私からは、13ページまでの業績サマリーについて、ご説明申し上げま
す。





第1四半期の業績ハイライトは、前年同期比で大幅な増収増益でした。
但し、これは通期業績予想に対する約四分の一の進捗で、期初計画通
りです。
事業別ではリプランニング事業の売却と仕入れ、不動産サービス事業
およびホテル運営事業と、フロー事業もストック事業もバランスよく
どの事業も好調でした。



直近5期における経常利益について、四半期ごとの実績と通期の業績予
想に対する実績グラフです。
引き続き当社グループは、四半期ごとの業績変動の最小化に努めなが
ら、高収益体質の下でグループの企業価値の最大化に取り組んでまい
ります。



続きまして連結損益計算書について、4点ご説明申し上げます。
1点目の不動産再生事業は、発表時 現在で、契約済み決済予定の案件
も含め、業績予想に対して40%超の進捗です。
2点目の不動産サービス事業は、貸会議室事業と売買仲介事業が牽引し
た一方、プラットフォームたるPM事業が受託棟数が556棟、稼働率が
95%と着実に拡張し、四半期ベースで過去最高の業績となりました。
3点目は、ホテル・観光事業です。運営面では、徹底した 高付加価値
路線と堅調なインバウンド需要により四半期ベースで過去最高の業績
となりました。
4点目の費用面では期初計画通り、人財とシステムへの投資を重点的に
推進しております。



次に、連結貸借対照表です。
総資産合計は、2,178億円で、3月末比横ばいでした。
そうした中で仕入れや工事費用、或いは納税や配当により現預金が41
億円減少しました。
一方、ホテル事業では棚卸資産と有形固定資産の合計で43億円増加し
ました。



負債と純資産では、自己資本比率が47.7%と高水準を維持しておりま
す。
今後も事業投資を維持しつつ、財務の健全性とのバランスに留意しな
がら、資本の効率化を図ってまいります。



続いて 事業別業績についてご説明申し上げます。
リプランニング事業の業績は、前年同期比で利益率を維持しながら大
幅な増収増益でした。
これは、売上と利益の両面において、通期業績の予想に対し巡航速度
の業績です。
これからも賃貸ビル事業を筆頭にストック事業を強化すべく、資産を
入れ替えつつ安定的な収益基盤を拡大してまいります。



仕入では通期目標に対し、契約済み未決済を含めて6割超と順調に積み
上げております。
引き続き、仕入基準を緩めることなく将来の企業価値の基盤創りに努
めてまいります。



これはフロービジネスに係わる付加価値増大のビジネスモデルについ
て、財務諸表上の売上、仕入と棚卸資産の連関性に基づき実績と見込
を図表化させたものです。
一番右が、今期取り組んでいる期初予算です。
そして同時に、一番下にある「想定」は、利益率から逆算したバラン
スシート上の含み益を示しています。



不動産サービス事業は、リプランニング事業と相互補完の関係にあり、
当社グループでワンストップの付加価値バリューチェーンを提供する
プラットフォームです。
セグメントとしては左右の図表で示している通り、40億円の売上を初
めて超え、利益率も54%を確保しました。
金利変動の影響を受けづらいストック事業を、今後も強化してまいり
ます。



続いて、ホテル・観光事業です。
開発案件では地域創生の観点も大切にし、強いニーズの都心も含め地
元の生活者の皆さまと共に開発を進めております。
こうした中で9月に加古川、10月に石狩でたびのホテルの開業を予定
しています。
運営事業では、当社グループが大切にしている「心温かい楽しいホテ
ル」の理念をご支持くださるリピーターのお客様が増えており、また
インバウンドによる追い風も受け、稼働と単価の両面で高付加価値化
の影響が如実に現れてきております。



最後に建設事業では、インフレ進行や供給力不足の影響もあり、厳し
い局面ではありますが、前年同期比 増収／増益でした。
ベトナム事業では、新規の分譲マンションプロジェクトの2号案件では
基礎工事も最終段階を迎えております。
竣工は来年下半期を予定しております。



それでは、私からは主に事業の進捗と成⻑戦略について、ご説明させて
いただきます。



まず当社では、今年度より新たな中期経営計画に取り組んでいます。
10年後の⻑期ビジョンの実現に向けた、最初の３年間。
どのように経営を伸ばしていくか、その道筋を定めた計画になります。
この中計初年度である今期目標は、売上高1,170億円、経常利益225億円
です。
また、最終年度、2028年3月期は、売上高1,350億円、経常利益270億円、
ROE14％以上。
これらの目標を達成してまいります。



次に、事業環境認識については、こちらの通りです。
米国の関税政策の影響や、中国経済の低迷、地政学リスク等、景気の先
行きは依然として不透明な状態が続いています。
そのような中ではありますが、足元では、オフィス市場・ホテル市場と
もに引き続き堅調です。
オフィス賃料や、ホテルの客室単価の上昇基調は、もうしばらく続くも
のと想定しています。
不安定な世界経済と金融環境の急変には留意しつつ、計画に沿って着実
に 事業を進めてまいります。



次に足元の業績です。
第1四半期の実績は、先程の説明の通りですが、通期業績予想に対する進
捗率は、売上高が23.4％、経常利益では25.7％となっております。
各事業とも、全体的にほぼ計画通りに進捗しています。



こちらのスライドは、フロー型事業の業績の推移を表しています。
リプランニング物件やホテル物件など、販売用不動産の売却分だけを合
算した、売上高と売上総利益のグラフです。
今期の業績につきましては、第2四半期に入り、昨日の決算発表時点まで
の間に売却決済になったものに加え、今後決済予定のものを合わせた金
額を、色を変えてハイライトしています。
金額的には、売上高で130億円、売上総利益で60億円ほどあります。
これを第1四半期の実績に加えて試算すると、今期はここまでの約４カ月
間で、売上総利益は通期予想に対し、43％まで進捗してきております。



また、ストック型事業も着実に成⻑しています。
当第１四半期も、前年同期比増収増益で、過去最高を更新しながら、伸
びています。
こちらのグラフは、先程の販売用不動産の売却分を除いた業績、すなわ
ち、不動産サービスやホテル運営事業など、物件売却によらない売上高
と売上総利益の推移を表しています。
この分野の第１四半期の実績としては、売上が102億円で前年同期比28％
増、売上総利益は39億円で同36％増、と大きく伸びております。
今後も、この分野の成⻑角度を更に引き上げ、伸ばしていくことによっ
て、より安定的で強固な収支構造を作ってまいります。



続いて、成⻑戦略と事業の取り組みについてご説明します。



こちらは、現在取り組んでいます、中計の成⻑戦略の概要です。
基本方針として、『ものづくりとサービスを組み合わせた事業モデル』
を追求します。
そして、本業連携多角化を進め、『資金を有効に活用』しながら事業領
域を拡大し、成⻑を加速させていきます。
オフィス分野では、既存の再生事業の他に新築事業にも力をいれていき
ます。
また、リプランニングや不動産小口化では、大阪での案件にも挑戦して
いきます。
ホテル分野では、新築や再生型、また、M＆Aも積極的に活用しながら運
営ホテル数を増やしていきます。
そして、レジデンシャルの分野では、これまでのベトナムでの分譲マン
ションやニューヨークリプランニングに加えて、東京での賃貸マンショ
ン新築事業にも取り組んでいきます。



これより、各事業の取り組みを、少し具体的にご説明させていただきま
す。
まず、リプランニング事業です。
この事業は、当社の中核事業ですが、会社設立以来、これまで累計516棟
の実績を積み上げてきております。
スライドの右側に直近の事例として、1件写真を載せております。
この案件は、中央区にある6階建てのオフィスビルで、最上階は売主様の
住居部分でしたが、当社購入後に事務所へコンバージョンしました。
また、全館リノベーション工事を行い、各階にセットアップオフィスを
設置しております。
それによって、賃料水準も大きく改善し、高収益ビルとして販売させて
いただくことができました。



次に、新築ビル事業です。
リプランニング事業で培ってきた 高稼働・高付加価値再生の技術を活
かしながら、新築ビルの開発においても、力を入れて取り組んでまいり
ます。
スライドの右側の写真は、直近の事例で、南⻘⼭で取り組んだ低層店舗
新築プロジェクトのビルになります。
2階建てで、床面積は90坪程度と小規模なビルですが、ファサードにフラ
ンス人・アーティストである「オム・グエン氏」の作品を設えるなど、
アートとビルの融合をテーマに、唯一無二の価値を創出したビルになっ
ています。



次に、不動産特定共同事業、不動産の小口化事業についてです。
当社では、主に保育園やクリニックのような生活に密着した、教育・医
療関連のテナント企業が入居し、⻑期賃貸で運営するビルにした上で、
不動産小口所有商品として販売いたしております。
都心近郊が主体ではありますが、地域的な分散投資を求めるお客様の声
もあり、一部関⻄エリアでのPJにも取り組んでおります。
今般、関⻄案件で第1号となる、⻄宮市の新築医療モールの小口販売が始
まりました。
お陰さまで、販売が好調に進んでいます。



次に、不動産サービス事業です。
こちらは引き続き、東京都心部に集中し、専門性を高め、お客様基盤の
増強に取り組んでいきます。
管理受託棟数は前期末に比べ、14棟増加し、現在556棟になっています。
今期目標は600棟であり、3年後は700棟へと伸ばしていく計画です。



続いて、貸会議室事業です。
こちらも好調な業績を背景に、積極的に出店し、今後も運営面積の拡大
を図ってきています。
昨年より開業してきた、比較的規模の大きい施設も軌道に乗ってきてお
り、業績も順調に進捗しています。



続いて、ホテル・観光事業です。
新規ホテルの「開発」と「開業」が続いており、こちらも事業が順調に
拡大しています。
現在、運営中のホテルは29軒で、客室総数は3,166室になっております。
最近のトピックスとしては、6月に既存ホテルのリノベーション再生を行
った「STITCH HOTEL Kyoto」がオープンしております。



次に、今後開業予定のホテルの一覧をこちらにまとめております。
今期はあと3件開業予定です。
今月は、M＆Aにてグループ入りを予定している「⻑野リンデンプラザホ
テル」、9月は「たびのホテル加古川」、10月は「たびのホテル石狩」が
オープンします。
その他、現在建築中のものや、開発用地を取得済みで、プラン策定中の
ものも含めますと、次の4年程度で合計46棟、客室総数5,800室強まで伸
びる予定です。
また、その先の2033年には１万室への拡大を目指しております。



一方、ホテル運営の業績も大変好調です。
引き続き、堅調なインバウンド需要と国内旅行需要の回復という、市場
の後押しもありますが、積極的に客室数を増やしている中にあっても、
お客様からの高いご評価をいただいております。
これらが好循環となって、事業が大きく伸びてきています。
今後も「心温かい、楽しいホテル」というの当社ホテルの運営方針のも
と、お客様のご満足を超える、感動レベルへとサービス力を磨き、事業
を更に伸ばしてまいります。



次に、M＆Aについてです。
先程も触れましたが、今月M＆Aにより、⻑野のホテル１棟が当社グルー
プに加わります。
JR⻑野駅「善光寺口」から徒歩6分のところにある、客室総数が136室の
ホテルになります。
8月26日に決済予定ですが、当面は現状のまま運営を継続する予定です。



次に、レジデンシャル事業についてです。
当社の住宅分野での取り組みとしては、これまでベトナムでの分譲マン
ション開発とニューヨークでのアパートメント再生などを行ってきてお
りますが、前期より東京での「一棟賃貸マンション」の新築にも取り組
み始めております。
主なエリアとしては、都心5区及び隣接する7区を中心に展開する方針で
す。
現在、こちらに記載の3ヶ所でプロジェクトを進めています。



ニューヨークでのアパートメント・リプランニングは、着実に事業が進
んできています。
2019年に事業を開始し、コロナ禍で少し足踏みしましたが、これまでに
11棟を仕入れ、リノベーション再生を行い、7棟を販売しました。
今期は、3棟の販売を計画していますが、既に7月に1棟販売済みで、あと
2棟年内の販売を予定しています。



ベトナムでは、分譲マンションの建設工事が進んでいます。
こちらの写真は、第2号案件、HIYORI AQUA TOWER、住居区画202⼾の
分譲マンションです。
竣工は、来年度2026年後半を予定しています。



以上が各事業における具体的な取り組みになりますが、これらの事業を
拡大成⻑させながら、収益構造の変革にも取り組んでまいります。
物件売却によるフロー型事業では、アセットタイプの多様化を進め、ス
トック型事業では、関連分野での多角化を進めていきます。
そして、全体の売上をしっかりと伸ばしながら、市況変動に強い、スト
ック型事業の構成比率を高めていきます。
今回の中計では、フロー型事業の売上高成⻑率が3年間で21％に対して、
ストック型事業では53％の高い成⻑率を⾒込んでいます。
それにより、売上に占めるストック型事業の構成比率を、現在の30％か
ら35％へと引き上げてまいります。



最後に、資金計画ですが、中計３年間の累計で総額3,100億円の投資を予
定しています。
オフィス事業関連では2,000億円、ホテル開発では700億円程度を⾒込ん
でいます。
また、海外事業で290億円、M＆Aその他で100億円程度の投資を計画して
います。
まだ始まったばかりではありますが、リプランニングの仕入れやM＆A関
連など、順調に投資が進み始めています。
なお、これらの投資にあたっては、常に資本コスト面での検証をしっか
りと行いながら、将来の成⻑に向けて、積極的に投資を進めていく方針
です。


